
青森県の雪崩災害及び対策
について

岩木山

平成２９年１月１６日

青森県の鳥：「白鳥」
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【講演内容】

１．青森県における雪崩の概要
２．青森県内における雪崩災害
３．雪崩対策事業（ハード対策）
４．雪崩対策事業（ソフト対策）
５．雪崩防災の取り組み
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1.青森県における雪崩の概要

(1)年平均降雪量、積雪深、平均気温

・最大積雪深 青 森 ２０９cm(1945/2/21)

酸ケ湯 ５６６cm(2013/2/26)

(2)豪雪地帯＜豪雪地帯対策特別措置法＞

・豪雪地帯４０市町村（県内全域） うち特別豪雪地帯 １３市町村

(3)雪崩危険箇所数（平成１６年度公表）

・雪崩危険箇所（人家5戸以上） N=1,003箇所、全国 N=20,501箇所
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①青森市 最大積雪深推移 過去50年(1967～2016)

平均116cm

※気象庁HP  過去の気象データ検索 データを集計

195cm

43cm

1977 1993

（ｃｍ）

（年）

年毎の変化が大きい
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青森市 累積降雪量推移 過去５０年（1967～2016）（ｃｍ）

（年）

※気象庁HP  過去の気象データ検索 データを集計

1263cm

335cm

1986 2007

平均743cm

・年毎の変化が大きい
・過去は１０年減少傾向
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青森市 日最大降雪量推移 過去５０年（1967～2016）（ｃｍ）

（年）

※気象庁HP  過去の気象データ検索 データを集計

平均42cm

67cm

23cm

2003
2009

過去１０年は減少傾向
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２．青森県内における雪崩災害

①鰺ヶ沢町大然地区における雪泥流災害（S20.3.22）

※世間にあまり知られていないのは、戦時下であったため？

・戦争報道中心

・物資不足のため、表裏２面のみの新聞

おおじかり

②岩木山における近年の雪崩発生状況

※標高1,625m 弘前市及び鰺ヶ沢町に位置する火山

青森県の最高峰、津軽富士

あじがさわまち せつでいりゅう
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①鰺ヶ沢町大然地区における雪泥流災害
おおじかりあじ が さわ まち

くろくまの滝

赤石川

二級河川 赤石川の概要
・流域面積 Ａ＝179.9(K㎡)
・流路長 Ｌ＝ 44.6(km)
※源流が世界遺産白神山地、金鮎が有名

せつ でい りゅう
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※『東奥日報』 平成27年3月12日掲載

忘れられた雪泥流 鰺ヶ沢・大然の７０年
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※Ｇｏｏｇｌｅマップより
日本海

赤石川

然ケ岳731m

カラカ山670m

しかりがだけ

河口から約１２ｋｍ上流
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・雪泥流災害
・１９４５（昭和２０）年３月２２日深夜発生
・集落２１戸中２０戸被災
・住民１１０人のうち、８８人が犠牲
・助かったのは、近くの高台にある神社に逃げた
１６人と奇跡的に無傷だった家屋１戸（６人）のみ

・昭和２０年２月２１日、青森市で積雪深２０９cm
記録（観測史上１位）
・災害のあった３月２２日での青森市積雪深は
１４７cm
・大然・佐内の両集落では、３月に入っても３ｍ
超えようかという雪

２）被害状況

１）積雪状況

※『東奥日報』 平成27年3月12日掲載

忘れられた雪泥流 鰺ヶ沢・大然の７０年
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『東奥日報』 平成27年3月18日
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※Ｇｏｏｇｌｅマップより

佐内沢

※あくまでも新聞記事からの推定

佐内

大然
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大然雪泥流 発生原因
おおじかり

雪泥流・・・積雪が雨や融雪水等の大量の水を含んで流動する雪と水の混合流体

＜災害発生のメカニズム＞
①冬に流量が少ない、又は表面水が消失した川で雪ダムが川を閉塞
※雪ダムは新雪と異なり密度が大きく固い（少々水を含んでもすぐに流れず、水を貯める）
※想定される雪ダムの発生原因

・川沿いの崖で発生する雪崩
・強風による雪の吹き溜まり 等

②貯まった水が大雨等によって一定量に達すると一気に崩壊して流れ出す。

『岩壁』、『続岩壁』（鶴田要一郎 著）では、「雪ダムは１箇所でなく数箇所で決壊と水の蓄積
を繰り返し、下流に行くにつれてダムを作る堆積物が増えていった」と述べられている。

○雪という固体が交じった雪泥流の衝撃力は、単なる水の流れより大きくなる可能性が高い
○雪は水と一緒の場合はドロドロでも、いったん水が抜けると急激に固くなる

流れが止まった後の雪泥流に埋まった人を素手で助け出すのは困難

東奥日報（H27.3.24）掲載 「忘れられた雪泥流」
鰺ヶ沢・大然の70年 ９ 記事より
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著者：鶴田要一郎

15



②岩木山における雪崩（亀裂）発生状況

１．最近では、Ｈ１１、Ｈ１５、Ｈ１９、Ｈ２０、
Ｈ２５、Ｈ２６ に発生

２．春スキーに向けて、日赤岩木山パトロー
ル隊による点検により発見することが多い

３．平成１１年４月２１日に発生した雪崩が
比較的大規模

幅 約２００ｍ
長さ ５０～８０ｍ
層厚 ２～５．５ｍ
流下距離 約２，９００ｍ

・雪崩規模

※人的被害無し
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＜当時の対応＞
・砂防堰堤にワイヤーセンサー、警報機を設置（県）

・県と市町村、地域住民（町会）との連絡体制の強化（県・市）

・関係機関（温泉・旅館、観光協会等）への情報提供（市）

・登山自粛の看板、立ち入り禁止のバリケード設置（市）

・地域住民に雪崩の状況、警戒避難体制（避難所の周知等）説明（県・市）

17



平成２０年４月１３日発生
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平成２５年４月１７日確認
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東奥日報（H25.4.18）掲載陸奥新報（H25.4.18）掲載
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東奥日報（H26.4.23）掲載
陸奥新報（H26.4.23）掲載
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①近年の発生状況
・毎回、ほぼ同じエリアで発生

②平成１１年の雪崩発生状況（蔵助沢）
・百沢地区集落の約１．５ｋｍ手前まで到達

【岩木山雪崩発生状況の詳細】
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③岩木山全周囲における雪崩災害発生可能性の
概略検討
※流域源頭部付近からの雪崩を想定

１）平均勾配３０°以上の区間を抽出
２）上記区間を雪崩発生域と仮定して、見通し角１８°と
なる下流地点を算出（雪崩到達範囲）

↓
◆山頂周辺から発生する雪崩が山麓部の集落に到達
する可能性は低い

↓
②蔵助沢の雪崩の場合は、全層雪崩であ
るのにも関わらず、到達距離が例外的に
長い

↓

油断厳禁
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３．雪崩対策事業（ハード対策）
○昭和６２年度 ～ 平成１７年度 青森県内２４か所で対策工事実施
主な対策工 雪崩防護工

雪崩予防柵
グライド擁壁工

奥平部区域 算用師区域
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砂防関係施設長寿命化計画（雪崩防止施設）

点検マニュアルにより、雪崩防止施設の点検を実施。

→すべてA評価（対策不要）のため、ハードの長寿命化計
画は策定不要。ただし、総合雪崩対策モデル事業で整備
したシステムの長寿命化計画は現在策定中。

※Ｓ６２～Ｈ１７施工
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４．雪崩対策事業（ソフト対策）
○赤石地区総合雪崩対策モデル事業

（青森県西津軽郡鰺ヶ沢町）

・平成３年度 事業着手
・平成５～６年度 雪崩観測局設置（監視局１、観測局３）
・平成１０年度 「鰺ヶ沢地域総合雪崩対策モデル事業協議会」開催
・平成１１年度 赤石地区雪崩危険箇所図 配布
・平成１３～１５年度 簡易積雪計の設置・観測（４箇所）
・平成１６年度 地域特性に即した積雪深推定手法の検討
・平成１７年度 地域毎の警戒避難基準値設定

警戒避難基準の運用方針決定
雪崩監視システム運用開始

【経緯】
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赤石地区雪崩危険箇所図
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赤石地区雪崩危険箇所図 拡大
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姥袋 観測局
【観測機器】
○積雪深計
○温度計
○風向・風速計
○日射計
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深谷 観測局 大然 観測局
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【雪崩監視装置】
西北地域県民局 鰺ヶ沢道路河川事業所

現地観測３局とは
専用回線で接続
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【雪崩副監視装置】
鰺ヶ沢町 役場庁舎

県監視局とは専用回線で接続
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①雪崩発生危険度レベルについて
・レベルⅠ 通常よりも降雪・積雪の状況に注意が必要
・レベルⅡ 雪崩発生の危険性が大きくなった場合
・レベルⅢ 雪崩が発生する状況に達している

②レベル基準値について

③雪崩発生危険度指数（ＤＩ）について
ＤＩ値を算出するための変数について
・日降雪量
・日平均気温
・日最低気温
・日気温較差
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④各レベルに達した場合の警戒体制について
レベルⅠ ・・・ （県）特に無し、気象予報に注意

（町）除雪パトロールの際に状況確認

レベルⅡ、Ⅲ ・・・ （県）職員がパトロールを実施
（町）通常、町の豪雪対策本部が立ち上がっているため、対策本部が行うパト

ロールの際に状況確認
※レベルⅢに達した場合には、豪雪対策本部で対応を協議

⑥監視システム運用上の問題点、要改善点
（県） ・・・ 機器のメンテナンス（老朽化、補修部品の確保）

（町） ・・・ 運用上の問題点は特に無し

⑤各レベルの出現頻度（2005年の状況） ※2005年は多雪年

レベルⅠ ・・・ ０（海岸近傍)  ～ ４４日（大然地区）

レベルⅡ ・・・ ０（海岸近傍)  ～ １７日（大然地区）
レベルⅢ ・・・ ０（海岸近傍)  ～ ５日（大然地区）

※２００６年以降はレベルⅢには達していない。
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５．雪崩防災の取り組み
○雪崩防災教室（Ｈ８～）

・平成２８年１２月１日 むつ市大平小学校
「雪崩防災週間」の活動の一環として、雪崩災害に対する基礎知識の習得
と防災意識の向上を図る目的で、将来、地域の防災リーダーとなり得る小中
学生を対象に「雪崩防災教室」を開催。（毎年1校）
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○雪崩防災週間

雪崩防災教室のほかにも、ラジオ放送や横断幕の掲示、雪崩危険箇所に
かかる要配慮者施設への説明等、様々な防災・広報活動を実施。
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最後に

今回、このような発表の機会を提供していただき
まして大変ありがとうごさいました。

ご静聴ありがとうございました。
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